


グループワークの進め方（留意事項） 
 

参加者のみなさんは、下記の留意事項をよく読んでグループワークに取り組んでください。 

グループワークでは、一人ひとりがグループメンバーの一員として積極的に参加し、メンバ

ーと協力し合ってください。各自の専門分野、経験と知識、価値観を尊重し、話しやすい雰

囲気を作り、お互いの言葉に耳を傾けましょう。 

 

 

●グループメンバーに守っていただきたいこと 
 

① 他の方の発言に敬意をはらい、意見が違ったとしても相手の良いところに注目しましょ

う。 

② 一人の人が話し続けることの無いようにしましょう。（１回の発言は１分以内が適当で

す。） 

③ 他の方に自分の意見を押し付けないようにしましょう。 

④ 発言の意味が分からないときは、そのままにせず、わかりやすく説明してもらいましょ

う。 

⑤ 周りの人に関心を持って、積極的に参加しましょう。 

⑥ 専門用語など、業種が違う分野では、相手に伝わりづらいことに配慮して話しましょう。 

⑦ ケース等の個人情報などは研修会場以外では話さないなど、取り扱いには注意してくだ

さい。 

⑧ 途中で抜けたりできません。最後まで楽しんでください。 

⑨ ユーモアを忘れずに。 
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日  程  表 
  

時 間 内  容 

09:50 開会・あいさつ 

10:00 

 

 

 
 

 

 

11:10 

◆【多頭飼育問題の現状を知り、飼い主の背景について考える】 

『チーム TAG活動メンバーのリレートーク』  

長野県上田保健所        石 黒 奈 央 氏 

一匹でも犬 ・ ね こを救う会    松 井 ル ミ 氏 

しんけん動物病院         松 木 信 賢 氏 

東御市社会福祉協議会まいさぽ東御  佐藤もも子氏 
休  憩(10分) 

『グループワーク 1  それぞれの現状を共有してみよう！』 

12:00 お昼 休憩（60分） 

13:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:45 

 

 

 

◆【連携と役割分担について必要なものとは】 

    『パネルディスカッション・掘り下げて想像するビフォーアフター』 

＜登壇者＞ 

長野県佐久保健所       藤井  美和  氏 

長野県動物愛護センター    小平   満   氏 

東御市役所           笠井  昌鷹  氏 

  〇二人の飼い主インタビュー～飼い主は何を感じたか～ 

＜コーデネーター＞           松木 信賢 氏（再掲） 
休  憩(５分) 

『グループワーク２  支援事例を検討してみよう！』 
＜出題者＞ 坂城町社会福祉協議会 山田 篤紀 氏 

 
休  憩(１０分) 

15:00 
     『少人数で自由に対話しよう（ワールドカフェ方式）』 

※興味のあるテーマのテーブルに入り意見交換をします。 

16:00 ◆【ふりかえりタイム】 

16:15 終 了 
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グループ 氏名 所属 役職等 備考

1 1 丸山英基 生坂村社会福祉協議会 地域福祉コーディネーター

2 1 藤井 美和 ⾧野県佐久保健福祉事務所 乳肉・動物衛生係⾧ 登壇者/TAG

3 1 小沼舞子 動物愛護ボランティア

4  1◎ 須田正典 ⾧野県健康福祉部食品・生活衛生課 獣医師

5 1 松井ルミ 一匹でも犬ねこをを救う会 副代表 登壇者/TAG

6 1 小平満 ⾧野県動物愛護センター そうだん課⾧ 登壇者/TAG

7 2 佐々木駿 あさま動物病院 トリマー

8 2 石井憲幸 民生委員 半過自治会 民生児童委員

9 2 佐藤公治 厚生労働省社会・援護局地域福祉課生活困窮者自立支援室 就労支援専門官

10  2◎ 桑名 美由紀 北信保健所 獣医師 TAG

11 2 石黒奈央 上田保健所 主任獣医師 登壇者/TAG

12 2 笠井 昌鷹 東御市 生活環境課 生活安全係主査 登壇者/TAG

13 3 岡野美鈴 ⾧野県動物愛護センター 主査獣医師

14 3 辻本 涼 立科町役場 主査

15 3 矢島拓弥 安曇野市環境課 主事

16  3◎ 松橋正英 まいさぽ信州⾧野 相談就労支援員 TAG

17 3 佐藤もも子 東御市社会福祉協議会 まいさぽ東御主任相談支援員 運営/登壇者/TAG

18 4 中山敦人 御代田町 環境衛生係⾧

19 4 オチョア小林愛菜 動物愛護ボランティア

20 4 浦野絵梨 ⾧野県動物愛護センター 主任獣医師

21  4◎ 市原綾子 まいさぽ信州⾧野 主任相談支援員 TAG

22 4 松木信賢 しんけん動物病院 獣医師 登壇者/TAG

23 5 松澤淑美 ⾧野県動物愛護センター 所⾧

24 5 井出たえ 地域包括支援センター 保健師

25 5 榎本真弓 立科町議会議員

26 5 小平朋江 安曇野市環境課 副主幹

27  5◎ 篠井太郎 上田市 TAG

28 5 山田篤紀 坂城町社会福祉協議会 相談支援係⾧ 登壇者/TAG

29 6 小田美歩 塩尻市生活環境課 主事

30 6 吉﨑葵 根羽村社会福祉協議会 事務局職員

31 6 藤森令司 ⾧野県動物愛護センター 主任

32  6◎ 青木理恵 一匹でも犬ねこをを救う会 TAG

33 6 佐藤尚治 ⾧野県社会福祉協議会 企画グループ主任 運営/TAG

34 事務局 高橋つぐみ ⾧野県社会福祉協議会 企画グループ主事 運営/TAG

会場参加者  ※◎は世話人
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No. グループ 氏名 所属 役職等 備考

1 1 安藤昌美 松本保健所 主査獣医師

2 1 関一美 北信保健福祉事務所 動物愛護管理業務員

3 1 安達徹 森町社会福祉協議会 事務職員

4 1 大橋ひとみ 木曽ネコ会

5 1 安井 忍 東京都社会福祉協議会東京ボランティア・市民活動センター 相談担当専門員

6 1 山本世里花 マーマレードキャット 広報

7 1 須田優子 佐久地区TNRお手伝い AMのみ

8  1◎ 塩入さな江 上田市社会福祉協議会 真田地域包括支援センター 生活支援コーディネーター PMは視聴のみ  TAG

9  1◎ 笠原邦正 上田市社会福祉協議会 総務課⾧・コミュニティーソーシャルワーカー PMのみ     TAG

10 2 コバヤシユキコ ペット災害危機管理士/動物愛護ボランティア 動物愛護推進員 PMのみ

11 2 廣岡慶 森町社会福祉協議会 専任職員

12 2 原寿美恵 豊丘村社会福祉協議会 地域福祉課 福祉活動専門員

13 2 マツバヤシクミコ 小笠原村社会福祉協議会 主査 AMのみ

14 2 奥野稚荏 動物愛護ボランティア

15 2 ナストモタカ 苫小牧市社会福祉協議会 主事（生活支援コーディネーター）

16 2 福元麻子 ハッピーテール 動物愛護推進員

17  2◎ 青山篤哉 木曽保健所 主任獣医師

18 3 横山とも子 しっぽのなかま上越 共同代表

19 3 伊藤克宏 駒ヶ根市役所 生活環境課 環境衛生係 PMのみ

20 3 矢沢亜弓 松川町 係⾧ AMのみ

21 3 野口晃一 飯山市役所 市民環境課 会計年度任用職員

22 3 木下満夏 下條村役場 主任主事

23 3 亀山雅子 倉敷地域ねこ活動をすすめる会(くらねこ) ボランティア

24 3 千寺丸洋 苫小牧市社会福祉協議会 課⾧(生活支援コーディネーター) AMのみ

25 3 内藤明香 立科町社会福祉協議会 地域福祉コーディネーター

26  3◎ 倉根真 佐久市社会福祉協議会 地域福祉係

27 4 齋田喜久子 原村民生児童委員 AMのみ

28 4 沼賀英理子 フィーライン行政書士事務所、群馬わんにゃんネットワーク 代表、ボランティア会員

29 4 山本喜科 諏訪保健所 食品・生活衛生課 獣医師

30 4 北山恵子 ⾧野県動物愛護会⾧野市支部 愛護会会員

31 4 笠原美絵 ⾧野市保健所食品生活衛生課 係⾧

32 4 伊澤幸光 獣医師会 獣医師 PMのみ

33 4 鴇田直子 おくはら動物病院

34 4 蒲沼早百合 木曽町社会福祉協議会 地域福祉係 AMのみ

35  4◎ 及川悦子 松本市保健所 係⾧

36 5 杉山 聡 大町保健福祉事務所 福祉課 福祉係⾧ AMのみ（視聴のみ）

37 5 片桐大寿 豊丘村健康福祉課 社会福祉士

38 5 寧波美和 全世界の犬猫の殺処分を廃止にする会 メンバー

39 5 酒井淳一 伊那保健所 主査獣医師

40 5 常田理子 あり動物病院 院⾧

41 5 原絵美 古賀市社会福祉協議会 地域福祉係

42 5 原山剛 まいさぽ茅野市 相談支援員

43  5◎ 坂木攝 飯綱町役場保険福祉課 相談支援包括化推進員

44 6 イイダユミ 動物愛護ボランティア AMのみ

45 6 中島銀太 木祖村 主事

46 6 伊藤拓 佐久穂町社会福祉協議会 地域福祉係

47 6 半田朝子 東伊豆町社会福祉協議会 生活困窮者自立支援相談員

48 6 小野 佐智子 もふもふ堂 木曽ネコ会ボランティア活動

49 6 新田朋章 苫小牧市社会福祉協議会 主任主事（生活支援コーディネーター）

50 6 井ノ上さとみ 飯田保健所 動物愛護管理業務員 午後14～15時の間離席

オンライン参加者   ※◎は世話人
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◆【多頭飼育問題の現状を知り、飼い主の背景

について考える】 

 

『チーム TAG活動メンバーのリレートーク』  

 

＜登壇者＞ 

長野県上田保健所        石黒 奈央 氏 

一匹でも犬・ねこを救う会   松井 ルミ 氏 

しんけん動物病院        松木 信賢 氏 

東御市社会福祉協議会 まいさぽ東御     佐藤 もも子 氏 

  

話題提供  
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9
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11



12



13



14



15



TNR
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18



19
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小海町長　黒澤　弘　　殿 令和　　　　年　　　　月　　　　日

小海町社会福祉協議会　会長　嶋田　一正　殿

(通報者) 住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地

氏名

★

　　　　　　年　　　　月　　　　日

就労希望 支援住宅の要望

相談・支援・見守経過の記録 要支援者：氏名

町民課

高齢者支援係

地域包括センター

地域福祉係

社会福祉係

保健係

生活環境係

氏　名 年齢 続柄

世帯主

□ 被災者（発災後3年以内）

□ 外国人

緊急連絡先 氏名

□ 居住支援 □ 包括的重層支援

申請者

障がい区分 自立・未申請 障がい種別 　区分　1　・　2　・　3　・　4　・　6　　　A1･A2･B1･B2(　)

□ 中国残留邦人

□ 児童虐待を受けた者

□ ハンセン病療養所入所患者

□ DV（ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸﾊﾞｲｵﾚﾝｽ）被害者

　　□ 引きこもり等の要日中活動支援対象者

　　□ 住環境劣悪対象者

　　□ 動物等多頭飼対象者

    □ 就労支援対象者

□ 大規模災害の被災者

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

無・有（　　　　　　）　アレルギー無・有（　　　　　　　　）形態（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　独歩　　　　　つたい歩き　　　　　　　杖歩行　　　　　　歩行不可

　　　　自立　　　　　見守りが必要　　　　　部分介助　　　　　全介助

　　　　自立　　　　　見守りが必要　　　　　部分介助　　　　　全介助

　　　　自立　　　　　見守りが必要　　　　　部分介助　　　　　全介助

上記事業に希望する事

電話

世
帯
の
状
況

住　　所

明治・大正・昭和・平成・令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　　(　　　　　歳)

地区名小海町大字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地

年金等収入　　　　　　　　　　　　　　　課税状況　課税　非課税 対応者確認欄

利
用
者
の
状
況

事案発生年月日

介護度

食事制限

歩　行

食　事

排　泄

入　浴

相談内容

現在の状態・病状/治療中の病名

治療を受けている医療機関　　　　　　　　　　　　　主治医　　　　　　　　　　　科　　　　　　　　　　　　先生

自立・未申請 要支援　1　・　2 　要介護　1　・　2　・　3　・　4　・　5

備　考職　業

小海町居住支援・包括的重層支援サービス利用申請書

支援開始日　令和　　　年　　　月　　　日

□ 低額所得者 □ 拉致被害者

□ 犯罪被害者

□ 生活困窮者

□ 更生緊急保護対象者

□ 高齢者

□ 障がい者

□ 子供を養育している者

記
氏　　名

生年月日

性別 男・女 電話利
用
者

専任者：氏名

要配慮者 自立・未申請

社協局長 係長係町長 副町長 総務課長 課長 係長

資料①
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グループワーク 1 

 
 

『それぞれの現状を共有してみよう！』 
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◆【連携と役割分担について必要なものとは】 

『パネルディスカッション・掘り下げて想像するビフォーアフター』 

 

＜登壇者＞ 

長野県佐久保健所      藤井 美和 氏 

長野県動物愛護センター  小平  満  氏 

東御市役所            笠井 昌鷹 氏 

 〇 二人の「飼い主インタビュー」～飼い主は何を感じたか～ 

＜コーデネーター＞                    松木 信賢 氏（再掲） 

 

 

 

 

 

 

事例紹介  
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2023.2.22

1

多頭飼育問題における
動物愛護センターの
関わり

動物愛護センター（ハローアニマル）

そうだん課長 小平 満

人、動物、地域に向き合う
多頭飼育対策ガイドライン

令和3年3月 環境省 発行

～社会福祉と動物愛護管理の多機関連携に向けて～

1

2
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2023.2.22

2

動物を適正に飼育してもらうための普及啓発

動物の正しい飼い方教室

動物のふれあい（ふれあい教室、ふれあい訪問）

学校飼養動物支援

飼育に関する相談窓口

動物の譲渡

地域猫支援

不登校児童生徒の受け入れ など

予防（ポピュレーションアプローチ）

人と動物の共生する潤い豊かな社会づくり

多頭飼育問題発生の予防

事前打ち合わせ

参加者 社会福祉協議会、市役所、保健所、動物愛護センター

打ち合わせ内容（どのような教室とするか）

・猫の触り方や、トイレ、餌などの基本的な飼育方法

・来て楽しい教室

・飼い主との壁を作らない関係、環境づくり

多頭飼育問題を抱えた飼い主
に対する飼い方教室の開催

社会福祉協議会からの依頼

3

4
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2023.2.22

3

所内会議

わかりやすい教室

にするにはどうし

たらいいか

日 時 令和３年６月20日（日）10時～12時

場 所 動物愛護センター 探Q館

参加者 ２組４名 スタッフ15名（社協、市役所、保健所、動物ボランティア、センター）

内 容 ネコについて学ぼう

ネコのモデルルーム拝見

工作の時間

ごみの分別について学ぼう

ネコのきもちセミニャー

対応事例１

5

6
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2023.2.22

4

対応事例２
第2回ネコのきもちセミにゃー

日 時 令和４年４月17日（日）10時～12時

場 所 動物愛護センター 探Q館

参加者 ２組４名 スタッフ９名（社協、市役所、保健所、

動物ボランティア、センター）

内 容 ネコのかいかた

ネコのきもちクイズ

ごみの分別について学ぼう

7

9
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2023.2.22

5

Thank

You

10

12
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TAG
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グループワーク２ 

 

『支援事例を検討してみよう！』 

 

＜出題者＞  

坂城町社会福祉協議会 山田 篤紀 氏 
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グループワーク３ 

 

『少人数で自由に対話しよう 

（ワールドカフェ方式）』 

 

※興味のあるテーマのテーブルに入り意見交換をします。 
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①
飼
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を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
必
要
な
こ
と
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
理
由
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

③
連
携
が
う
ま
く
い
く
と
き
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
ど
ん
な
時
で
す
か
。

④
不
妊
去
勢
手
術
が
必
要
だ
が
お
金
が
な
い
。
対
処
法
を
考
え
て
み
よ
う
。

⑤
ゴ
ミ
屋
敷
等
の
ゴ
ミ
処
理
対
応
や
費
用
、
短
期
的
に
移
動
が
必
要
な
動
物
の
一
時
預
か

り
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑥
動
物
ネ
グ
レ
ク
ト
や
猫
屋
敷
に
な
る
背
景
と
対
策
を
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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ふりかえりタイム 
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